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０．はじめに
本システムは、日報（検索）データ自動取得システムDTから出力されたCSV4データを手動
（または自動）で取り込み、物件詳細データを手動（または自動）でCSV出力するアプリケー
ションです。

物件詳細データ出力時は、条件による対象データの抽出、タイトル名変更、データ加工（単位の
削除等）が行えます。

物件データを一元管理し、データの絞り込み、顧客希望登録に基づく顧客へのメール配信、ＣＳ
Ｖ・ＸＭＬファイルへの出力等を行うことが出来ます。

自社管理物件の登録を行うことが出来ます。また、図面や概要書の印刷も行うことが出来ます。

近畿レインズ物件を自社管理物件としてコピーし、図面や画像を追加したり、図面下部の帯に自
社情報を印字することが出来ます。

図面には、図面フォーマット（BMP、GIF、JPG、JPEG、PNG、TIFF、TIF、PDF）が使用で
きます。

画像には、画像フォーマット（BMP、GIF、JPG、JPEG、PNG、TIFF、TIF）が使用できま
す。

蓄積されたデータベースのバックアップ、バックアップデータからの復元、初期化が可能です。

初期インストール時には、データの設定方法を解りやすくするために、デモデータがセットされ
ていますので、ご使用の環境にあった適切な設定に置き換えてご利用ください。

ライセンス登録をされるまでは、体験版モードでのご利用となります。
体験版モード時の制約事項は以下の通りです。

【体験版モードの制約事項】

１）システムを起動する回数が３０回を超えるまでは、すべての機能がご利用いただけます。
２）但し、自動入出力処理とタイマー起動は、インストール後10日間のみご利用いただけま
す。
３）起動３０回を超えると、以下の機能が制限されます。

＜データ入出力＞

・「物件詳細データのＣＳＶ入力」が利用できません。
・「物件詳細データのＣＳＶ出力」が利用できません。
・「登録件数＆ＤＢ使用状況」が利用できません。
・「入出力ログ参照＆データメンテナンス」が利用できません。

＜物件管理＞

・「顧客希望登録」が利用できません。
・「自社管理物件登録」が利用できません。
・「物件情報整理」が利用できません。
・「物件確認書印刷＆情報メール配信」が利用できません。

＜レインズ取込＞



・「日報データ自動取得システムDT」が利用できません。
・「検索データ自動取得システムDT」が利用できません。

＜システム設定＞

・「ＣＳＶ出力設定」が利用できません。
・「共有フォルダの設定」が利用できません。
・「ＣＳＶ自動入力設定」が利用できません。
・「メール配信設定」が利用できません。

＜データベース保守＞

・「内部ＤＢのバックアップ」が利用できません。
・「内部ＤＢのリストア」が利用できません。
・「内部ＤＢの初期化」が利用できません。

本システムの最新ドキュメント・活用方法・その他については、http://agrimo.jp/wp/?
page_id=8037 で 公開していますのでご覧ください。

弊社ホームページ（http://agrimo.jp）では、最新のシステムに関する情報等を提供して参りま
すので、 そちらの方もご確認いただければ幸いです。

２０１６年１１月

  アグリモ
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１－１．データ入出力
１．メインメニューの「データ入出力」をクリックします。

２．データ入出力のサブメニューが表示されます。

【サブメニュー】

・物件詳細データのＣＳＶ入力　・・・　物件詳細データをＣＳＶからＤＢに取り込みま
す。

・物件詳細データのＣＳＶ出力　・・・　物件詳細データをＤＢからＣＳＶに出力します。

・登録件数＆ＤＢ使用状況　・・・　ＤＢに登録されている物件件数とＤＢ使用状況を表示
します。

・入出力ログ参照＆データメンテナンス　・・・　入出力ログの参照とログから入力データ
の削除を行います。
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１－２．物件管理
１．メインメニューの「物件管理」をクリックします。

２．データ入出力のサブメニューが表示されます。

【サブメニュー】

・顧客希望登録　・・・　顧客の希望条件を登録します。

・自社管理物件登録　・・・　自社管理物件を登録します。

・物件情報整理　・・・　物件詳細データを様々な条件で抽出し、CSV、XMLデータに出
力します。

・物件確認書印刷＆情報メール配信　・・・　物件確認書の印刷と顧客への物件情報メール
を配信します。
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１－３．レインズ取込
１．メインメニューの「レインズ取込」をクリックします。

２．データ入出力のサブメニューが表示されます。

【サブメニュー】

・日報データ自動取得システムDT 起動　・・・　日報データ自動取得システムDTを起動し
ます。

・検索データ自動取得システムDT 起動　・・・　検索データ自動取得システムDTを起動し
ます。

【タイマー起動】

日報（検索）データ自動取得システムDTを曜日・時間を指定して起動することができま
す。

●自動実行 曜日・時間の設定

１）実行する曜日にチェックを付け、開始時間を２４時間形式で入力します。
２）「登録」をクリックします。
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１－４．システム設定
１．メインメニューの「システム設定」をクリックします。

２．システム設定のサブメニューが表示されます。

【サブメニュー】

・ＣＳＶ出力設定　・・・　ＣＳＶ出力時の改行文字、区切り文字、文字コードなどの設定
を行います。

・共有フォルダの設定　　・・・　共有フォルダへアクセスするための設定を行います。

・ＣＳＶ自動入出力設定　・・・　ＣＳＶ自動入出力を行う時のパス名や動作方法を設定し
ます。

・メール配信設定　・・・　メール配信を行う時の詳細設定を行います。

・バージョン情報　・・・　日報検索データベースのバージョンを確認します。

・ライセンス登録　・・・　ライセンスコードを登録します。

・オンラインヘルプ　・・・　オンラインで最新のドキュメント（操作マニュアル等）を参
照します。
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１－５．データベース保守
１．メインメニューの「データベース保守」をクリックします。

２．データベース保守のサブメニューが表示されます。

【サブメニュー】

・内部ＤＢのバックアップ　・・・　内部ＤＢの全データをファイル（ＳＤＦ形式）に保存
します。

・内部ＤＢのリストア　・・・　バックアップファイル（ＳＤＦ形式）から内部ＤＢにデー
タを戻します。

・内部ＤＢの初期化　・・・　内部ＤＢをインストール直後の状態にします。
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１－６．終了
１．メインメニューの「終了」をクリックします。

２．「はい」をクリックします。

 ３．日報検索データベースが終了します。
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２－１．顧客希望登録
顧客の基本情報と希望内容を登録し、顧客希望に合った物件詳細データを抽出できるようにしま
す。

１．物件管理の「顧客希望登録」をクリックします。

２．顧客希望登録画面が表示されます。

＜新規登録＞

１）「新規」をクリックします。

２）顧客の基本情報を入力します。
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３）顧客の希望内容を入力します。

４）「登録」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

５）登録されます。

＜削除＞

１）一覧の中から、削除対象を選択します。
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２）「削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

３）削除されます。

＜絞り込み＞

１）絞込条件を設定して、「絞り込む」をクリックします。
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２）顧客が絞り込まれます。

【留意事項】

１）絞込条件の検索キーワードは、以下のように一致した場合に検索されます。

・顧客コード … 完全に一致しているもの
・顧客名 … 部分的に一致しているもの（含まれるもの）
・住所 … 部分的に一致しているもの（含まれるもの）
・電話 … 部分的に一致しているもの（含まれるもの）

２）文字コードについては、以下の通りです。

・utf-8 … Unicode文字（８ビット符号）、iPhoneなどはこれ。
・shift-jis … SHIFT-JISコード文字、古いパソコンは、大体これ。
・iso-2022-jp … メールで使用される一般的な文字コードです。
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２－２．物件情報整理
システムに取り込まれている物件データを様々な条件を基に抽出を行い、画面に一覧で表示し、
データの整理を行います。

抽出された物件データをCSVやXMLファイルへエクスポートすることができます。

扱いたくない特定会員の物件データを削除したり、ネット広告転載を禁止している物件データを
削除することができます。（特定物件の削除処理）

１．物件管理の「物件情報整理」をクリックします。

２．「物件情報整理」画面が表示されます。

＜最大表示件数の変更＞

１．画面下の「最大表示：」のすぐ右の▼をクリックします。

２．「500件、1000件、5000件、全件」の中から選択します。

３．一覧表示の最大表示件数が変更されます。
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＜表示期間（更新年月日）の変更＞

１．画面下の「表示期間（更新年月日）：」のすぐ右の▼をクリックします。

２．「過去3か月間、過去6か月間、過去1年間、過去2年間、過去3年間、全期間」の中から
選択します。

３．一覧表示の表示期間が変更されます。
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２－２－１．物件ツリーの読み込みと保存
ツリー（下画面左上の赤枠内）の内容をファイルに保存、または、ファイルから読み込みます。

＜ファイルに保存＞

１）「物件ツリーを保存する」のアイコンをクリック（または「ファイル」メニューの「物
件ツリーを保存する」を選択）します。

２）保存先とファイル名を指定し、「保存」をクリックします。

 ３）物件ツリーがＸＭＬ形式でファイルに保存されます。
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＜ファイルから読み込み＞

１）「物件ツリーを開く」のアイコンをクリック（または「ファイル」メニューの「物件ツ
リーを開く」を選択）します。

２）読み込み先とファイル名を指定し、「開く」をクリックします。

３）指定した物件ツリーが読み込まれます。
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２－２－２．物件ツリーの編集
物件ツリーに新規アイテムを追加し、絞込条件を設定することができます。また、アイテムをツ
リー状に配置することにより、それぞれの条件を解りやすく分類することができます。

「ファイル」メニューの「物件ツリー編集」、または、物件ツリー内で右クリックすることによ
り、物件ツリー編集用メニューが表示されます。

＜新規アイテムを追加＞

１）アイテムを追加する場所の親アイテムをクリックします。（ここでは、ルート（物件）
をクリック）

２）右クリックして、物件ツリー編集用メニューの「新規アイテムを追加」を選択します。

３）同じ階層の一番下に「新規アイテム」が追加され、名前が変更できる状態になります。
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４）ここでは、例えば「広告転載区分」と入力し、Enterキーを押下します。

５）今度は、作成した「広告転載区分」を選択し、右クリックして、さらに「新規アイテム
を追加」を選択します。

６）「広告転載区分」の下階層に「新規アイテム」が追加され、名前が変更できる状態にな
ります。

７）名前を「広告可」に変更します。
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８）次に、作成した「広告可」を選択し、右クリックして、「条件式の入力」を選択しま
す。

９）「条件式の入力」画面が表示されますので、絞込条件を入力します。

１０）ここでは、 [広告転載区分] = ‘広告可’ という風に入力します。（括弧 [ ]、’ はそれ
ぞれ半角で）入力後は、「ＯＫ」をクリックします。

１１）動作の確認をします。 今、作った「広告可」にチェックを付けてみます。すると、
「広告転載区分」が「広告可」のものだけに絞り込まれているのがわかります。
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１２）同様にして、他の広告転載区分も追加してみます。近畿レインズの資料によると、以
下の区分が存在するようです。

＜広告転載区分の種類＞

広告可、一部可ネット、一部可新聞チラシ、広告可要連絡、不可、相談 の６種類

＜アイテムを削除＞

１）削除するアイテムを選択し、右クリックして「アイテムを削除」を選択します。

２）「はい」をクリックします。

３）アイテムが削除されます。
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＜アイテムの名前を変更＞

１）名前を変更するアイテムを選択し、右クリックして「アイテムの名前を変更」を選択し
ます。

２）アイテムが編集モードになるので、新しい名前を入力して、Enterキーを押下します。

３）アイテム名が確定されます。

＜チェックを付けた条件で新規アイテムを生成＞

１）まず、いくつかの絞り込み条件を設定します。ここでは、例として、地域に「堺市」、
沿線に「泉北高速鉄道」、最寄り駅から徒歩「１０分以内」にチェックを付けます。
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２）右クリックして、編集メニューから「チェックを付けた条件で新規アイテムを生成」を
選択します。

３）物件ツリーの一番最後にアイテムが追加され、名前が編集状態になりますので、適当な
名前を入力します。ここでは、例として、「堺泉北 駅徒歩１０分」と入力します。

４）生成したアイテムを選択し、右クリックして、編集メニューから「条件式の入力」を選
択します。
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５）生成したアイテムを選択し、右クリックして、編集メニューから「条件式の入力」を選
択します。チェックした絞込条件で条件式が自動生成されていることがわかります。

６）生成したアイテム「堺泉北 駅徒歩１０分」にチェックを付けると、物件データが絞り
込まれます。

（チェック前）

↓

（チェック後）

＜アイテムをドラッグして移動＞
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１）移動するアイテムを選択し、左クリックし続けてドラッグ状態にします。

２）移動したい先の親アイテムにマウスカーソルを重ねて、ドラッグ状態を解除します。

３）親アイテムの下に移動されます。
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２－２－３．物件データの絞り込み
システムに取り込んでいる物件データを特定の条件で絞り込みを行うことができます。

＜アイテムの親子関係＞

条件を入れないアイテムを作成し、その下層に条件を入れたアイテムを複数作成して、フォルダ
のようにまとめることができます。仮にこれを親子関係のアイテムとすると、親アイテムに
チェックを付けると、その下層に位置するすべてのアイテムに自動的にチェックが付きます。

親アイテムである「現況」にチェックを付けます。

↓

すべての子アイテムに自動的にチェックが付きます。

＜ＯＲ条件とＡＮＤ条件＞

物件ツリーのアイテムにチェックを付けることにより、その条件が有効となり、物件データを絞
り込むことができます。条件は、同じ階層同士ではＯＲ条件、別の階層同士ではＡＮＤ条件とな
ります。

１）同じ階層同士でチェックを付けた場合は、ＯＲ条件となります。
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２）別の階層同士でチェックを付けた場合は、ＡＮＤ条件となります。

【留意事項】

・ＯＲ条件 … Ａ または Ｂ または Ｃ または ・・・
・ＡＮＤ条件 … Ａ かつ Ｂ かつ Ｃ かつ ・・・

＜すべてのチェックをクリア＞

１）物件ツリーにチェックが付いている状態で、右クリックして、編集メニューの「すべて
のチェックをクリア」を選択します。

２）チェックがすべて外れた状態になります。
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２－２－４．絞り込み物件データをCSVエクス
ポート
絞り込まれた物件データをＣＳＶ形式でファイルに出力することができます。

＜絞り込み物件データのＣＳＶエクスポート＞

１）「絞り込み物件データをCSVにエクスポート」アイコンをクリック（または「ファイ
ル」メニューの「絞り込み物件データをエクスポート」を選択し、さらに「ＣＳＶにエクス
ポート」を選択）します。

２）保存先とファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

３）ＣＳＶファイルに絞り込み物件データがエクスポートされます。
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２－２－５．絞り込み物件データをXMLエクス
ポート
絞り込まれた物件データをＸＭＬ形式でファイルに出力することができます。

＜絞り込み物件データのＸＭＬエクスポート＞

１）「絞り込み物件データをXMLにエクスポート」アイコンをクリック（または「ファイ
ル」メニューの「絞り込み物件データをエクスポート」を選択し、さらに「ＸＭＬにエクス
ポート」を選択）します。

２）保存先とファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

３）ＸＭＬファイルに絞り込み物件データがエクスポートされます。
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２－２－６．特定物件の削除処理
物件データをあらかじめセットしておいた条件で削除することができます。

・ブラック会員リスト … 会員名と電話番号を登録し、条件にマッチした会員物件を削除しま
す。
・ネット公開禁止文言 … 備考欄に登録しておいたキーワードを含む物件データを削除します。

＜ブラック会員リストの新規登録＞

１）「新規」をクリックします。

２）「登録ＩＤ、会員名、電話番号」を入力して、「登録」をクリックし、「ＯＫ」をクリッ
クします。

３）ブラック会員リストに追加されます。

＜ブラック会員リストの削除＞
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１）一覧から削除対象のブラック会員を選択します。

２）「削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

３）ブラック会員が削除されます。

＜会員検索＞

ブラック会員リストに登録する会員を検索します。

１）「検索会員」をクリックします。
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２）取り込まれている物件詳細データの会員リストが一覧で表示されます。

３）「会員番号、会員名」の欄に検索対象を入力して「検索」をクリックすると、該当する
会員名が表示されます。

４）該当する会員名を選択して「OK」をクリックすると、ブラック会員リスト登録画面の
「会員名、電話番号」欄に選択した会員情報がセットされます。
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＜ネット公開禁止文言の新規登録＞

１）「新規」をクリックします。

２）「登録ＩＤ、文言」を入力して、「登録」をクリックし、「ＯＫ」をクリックします。

３）ネット公開禁止文言に追加されます。

＜ネット公開禁止文言の削除＞

１）一覧から削除対象のネット公開禁止文言を選択します。
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２）「削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

３）ネット公開禁止文言が削除されます。

＜特定物件を削除＞

１）「特定物件を削除する」をクリックします。
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２）特定物件が削除されます。
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２－２－７．自社管理物件へコピー
レインズ物件（管理区分＝レインズ）を自社管理物件（管理区分＝自社）へコピーします。

１．コピーしたいレインズ物件を選択します。（※自社物件と成約物件データは選択できませ
ん。）

［選択手順は、以下の２通りで行います。］

・Ctrlキーを押下しながら、マウス左クリックして１つずつ物件を選択する。

・行をマウス左クリックしながら、下にドラッグして複数行を選択する。

２．選択行（青色反転状態）の上にマウスカーソルを移動させて、マウス右クリックします。

３．ポップアップメニューが表示されるので、「自社管理物件へコピーする」をマウス左クリッ
クします。

４．コピー対象のレインズ物件の一覧が表示されるので、「OK」をクリックします。
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５．「OK」をクリックします。
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２－３．物件確認書印刷＆情報メール配信
システムに取り込まれている物件データを顧客希望登録で登録した希望内容に従って抽出を行
い、顧客毎に希望に該当する物件データを画面に一覧で表示します。

物件確認書の印刷や物件情報メールの配信を一括で行うことができます。

選択した顧客希望データをCSVやXMLファイルへエクスポートすることができます。

１．物件管理の「物件確認書印刷＆情報メール配信」をクリックします。

２．「物件確認書印刷＆情報メール配信」画面が表示されます。

＜最大表示件数の変更＞

１．画面下の「最大表示：」のすぐ右の▼をクリックします。

２．「500件、1000件、5000件、全件」の中から選択します。

３．一覧表示の最大表示件数が変更されます。

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20161115-104031.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20161115-104031.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-102455.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-102455.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-102726.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-102726.png


＜表示期間（更新年月日）の変更＞

１．画面下の「表示期間（更新年月日）：」のすぐ右の▼をクリックします。

２．「過去3か月間、過去6か月間、過去1年間、過去2年間、過去3年間、全期間」の中から
選択します。

３．一覧表示の表示期間が変更されます。
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２－３－１．顧客希望リスト
顧客希望登録で入力した希望内容に基づいて抽出された物件データが表示されます。

顧客希望リストは「物件未確認」「物件確認予定」「物確書印刷済」「物確書FAX済」「物件確認
済」「メール未配信」「メール配信済」「対象外」の８種と、「顧客希望に該当（全件）」に分か
れ、それぞれ顧客毎に分類されます。

顧客名の後ろには、顧客コードを括弧［ ］で囲んで表示し、その後ろに該当件数を括弧（）で
囲んで表示します。

顧客名をクリックすると、それに該当する物件が右側に一覧で表示されます。

顧客希望リストを利用する一連の流れは、次のようになります。

＜処理の流れ＞

１）顧客希望登録をする。
２）物件未確認に該当物件が抽出される。
３）２）の該当物件に対して、物件確認を「予定」にする。
４）物件確認が「予定」のものを抽出し、物件確認書を印刷する。
５）印刷したものを「印刷済」に変更する。
６）物件確認書を各不動産会社宛にＦＡＸする。
７）ＦＡＸしたものを「ＦＡＸ済」に変更する。
８）ＦＡＸした先（不動産会社）に物件確認を入れる。
９）物件確認できたものは「ＦＡＸ済」から「確認済」に変更する。
１０）物件確認が「確認済」のものに対して、顧客へ物件情報メールを配信する。
１１）メール配信したものはメール配信が「配信済」に変更される。

操作例．

＜物件確認を「予定」にする＞

１）物件未確認に表示されている顧客名をクリックします。
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２）該当物件一覧の中から物件確認予定のものを選択します。

３）選択した行の上にマウスカーソルを置き、右クリックして、選択メニューの中から「物
件確認を「予定」にする」を選択します。

４）該当物件一覧の物件確認が「予定」に変更されます。

その他．

＜物件確認を「印刷済」にする＞
＜物件確認を「FAX済」にする＞
＜物件確認を「確認済」にする＞
＜物件確認を「対象外」にする＞
＜物件確認をクリアする＞
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いずれも、上記の＜物件確認を「予定」にする＞と同じ手順で行います。

【留意事項】

１）物件確認「対象外」は、あらかじめ物件確認処理から除外しておきたい物件がある場合
に設定しておくと便利です。

２）物件確認「印刷済」「FAX済」は、システムでは利用していません。進捗状況確認のた
めの使用を想定しています。



２－３－２．物件確認書の印刷
＜物件確認書の印刷＞

１）顧客希望リストで、物件確認を「予定」に変更し、プリンタ型アイコンをクリックしま
す。

２）表題、自社ロゴ、発信者情報、日付表示形式、ＦＡＸ番号、案内文を変更します。

３）「印刷」をクリックします。

４）「レポートの印刷」アイコンをクリックし、印刷ダイアログでプリンタを選択し、「印
刷」をクリックします。
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５）印刷されます。

６）印刷画面を閉じると、物件確認を「印刷済」にするかどうか聞いてきますので、普通は
「はい」を選択します。

７）物件確認が「予定」から「印刷済」に変わります。

＜会社ロゴを設定＞

１）家型画像をクリックします。

２）ロゴにする画像を選択し、「開く」をクリックします。

３）「印刷」をクリックします。
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４）「OK」をクリックします。

５）ロゴが印刷されます。

＜物件確認先一覧を印刷＞

１）「物件確認先一覧」をクリックします。

２）「OK」をクリックします。
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３）「レポートの印刷」アイコンをクリックし、印刷ダイアログでプリンタを選択し、「印
刷」をクリックします。

４）印刷されます。

【留意事項】

１）物件確認を「予定」にしている物件が印刷対象です。

２）不動産会社（宛先名）毎にグルーピングされます。

３）印刷プレビュー画面の左側に不動産会社名が一覧で表示されます。不動産会社名をク
リックすると、該当する印刷物が右側にプレビューされます。
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２－３－３．情報メール配信
顧客へ物件情報メールを一括配信します。

１）配信対象のチェック状態を確認し、「配信する」をクリックして、「ＯＫ」をクリックし
ます。

２）配信対象にチェックを付けた物件情報が、メール配信されます。

【留意事項】

１）物件確認が「確認済」の物件データが配信対象です。

２）物件情報の一顧客に対する配信対象件数は５件です。（メール配信設定で変更可能）
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２－３－４．メール配信ログ
顧客へ配信した物件情報メールの配信ログを確認します。

＜ログ参照期間＞

１）初期表示時は、１週間前から今日までのログを表示しています。

２）ログ表示期間を表示させたい期間に変更して、「検索」をクリックします。

３）ログが新しく設定した期間で再表示されます。

＜顧客名で絞り込む＞

１）「顧客名で絞り込む」のコンボボックスをクリックして、顧客名を選択します。

 

２）指定した顧客名で絞り込まれます。
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＜全てのログを削除＞

１）「全てのログを削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

２）すべての送信履歴が削除されます。

＜現在表示中のログを削除＞

１）「現在表示中のログを削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

２）現在表示中のログが削除され、残ったログのみ表示されます。
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２－３－５．メールアカウント設定
物件情報配信用のメールアカウントの設定を行います。

１）ユーザー情報、サーバー情報、ログオン情報をそれぞれ入力して、「ＯＫ」をクリックしま
す。

「ユーザー情報」

・名前 … 自分（差出人）の名前
・電子メールアドレス … 自分（差出人）のメールアドレス

「サーバー情報」

・アカウントの種類 … ＰＯＰ３固定
・受信メールサーバー … 受信メールサーバーのアドレス（プロバイダの設定書で要確
認）
・送信メールサーバー … 受信メールサーバーのアドレス（プロバイダの設定書で要確
認）
・ポート … 受信、送信のポート番号（プロバイダの設定書で要確認）
・ＳＳＬ … ＳＳＬを使用する場合は、チェックを付ける。（Gmailなど）
・ＳＭＴＰ認証 … ＳＭＴＰ認証が必要な場合は、チェックを付ける。

「メールサーバーへのログオン情報」

・アカウント名 … メールアカウント（プロバイダの設定書で要確認）
・パスワード … メールパスワード（プロバイダの設定書で要確認）

２）アカウントが登録されます。
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２－３－６．メール送信文編集
顧客へのメール配信に使用する送信文（案内文）を登録します。

１）「TEXTメール」、または、「HTMLメール」を選択します。

・TEXTメール　・・・　メールをテキスト形式で送信します。
・HTMLメール　・・・　メールをHTML形式で送信します。（HTMLタグの埋め込み可）

２）件名、敬称、上文、中文、下文を入力して、「ＯＫ」をクリックします。

３）送信文が更新されます。

【留意事項】

各入力項目の詳細は、以下の通りです。

・件名 … メールの件名
・敬称 … 顧客名に付ける敬称
・上文 … メールの最初に付ける鏡文、挨拶文
・中文 … 物件件数を紹介するための補助文
・下文 … メールの最後に付ける結びの文章、連絡先など
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２－３－７．選択した顧客希望データのCSVエ
クスポート
選択した顧客希望データをＣＳＶ形式でファイルに出力することができます。

＜選択した顧客希望データのＣＳＶエクスポート＞

１）「選択した顧客希望データをCSVにエクスポート」アイコンをクリック（または「ファ
イル」メニューの「選択した顧客希望データをエクスポート」を選択し、さらに「ＣＳＶに
エクスポート」を選択）します。

２）保存先とファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

３）ＣＳＶファイルに絞り込み物件データがエクスポートされます。
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２－３－８．選択した顧客希望データのXMLエ
クスポート
選択した顧客希望データをＸＭＬ形式でファイルに出力することができます。

＜選択した顧客希望データのＸＭＬエクスポート＞

１）「選択した顧客希望データをXMLにエクスポート」アイコンをクリック（または「ファ
イル」メニューの「選択した顧客希望データをエクスポート」を選択し、さらに「ＸＭＬに
エクスポート」を選択）します。

２）保存先とファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

３）ＸＭＬファイルに選択した顧客希望データがエクスポートされます。
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２－４－１．自社管理物件を登録
自社管理物件の登録を行います。

１．物件管理の「自社管理物件登録」をクリックします。

２．自社管理物件登録画面が表示されます。

＜新規登録＞

１）「新規」をクリックします。（画面がクリアされ、物件番号が自動で採番されます。）

２）データ種類、物件種別、物件種目を入力します。（他の項目が入力できる状態になります。）

３）必要な物件情報を入力します。

＜基本情報＞
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＜土地建物＞

＜所在地・沿線＞

＜設備・管理費等＞
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＜取引条件＞

＜備考＞

＜図面＞

＜画像＞
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４）「登録」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。

５）登録されます。

＜削除＞

１）一覧の中から、削除対象を選択します。

２）「削除」をクリックして、「ＯＫ」をクリックします。
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３）削除されます。

＜絞り込み＞

１）絞込条件を設定して、「絞り込む」をクリックします。

２）顧客が絞り込まれます。

【留意事項】

１）絞込条件の検索キーワードは、以下のように一致した場合に検索されます。
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・物件番号… 完全に一致しているもの
・データ種類 … 完全に一致しているもの
・物件種別 … 完全に一致しているもの
・物件種目 … 完全に一致しているもの
・住所 … 部分的に一致しているもの（含まれるもの）



２－４－２．設備条件入力
設備条件の入力を行います。

１．「物件情報」の「設備・管理費等」タブをクリックします。

２．「設備条件入力」をクリックします。

３．該当する設備にチェックを付けて行きます。

４．チェックを付け終わったら、「設定」をクリックします。
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５．チェックを付けた設備が入力欄に反映されます。

６．入力済み設備条件を一括クリアしたい場合は、「全てのチェックをクリアする」をクリック
するとクリアできます。

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-055337.png
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２－４－３．図面の登録
物件図面、物件概要書に印刷する図面を登録します。（最大１０個まで）

図面として登録可能なファイル形式は、BMP、GIF、JPG、JPEG、PNG、TIFF、TIF、PDF　
です。

＜図面追加＞

１．「物件情報」の「図面」タブをクリックします。

２．「追加」をクリックします。

３．図面に追加する画像（またはPDF)を選択して、「開く」をクリックします。

４．選択した画像（またはPDF）が仮登録されます。

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-060949.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-060949.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-061004.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-061004.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-061012.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/11/QS_20161115-061012.png


５．「登録」をクリックします。

＜図面画像の拡大表示＞

１．画像をクリックします。

２．画像が拡大表示されます。（PDFの場合は、PDFビューワーで表示されます。）

<図面削除＞

１．削除したい図面の下の「削除」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．図面が削除されます。
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＜図面ダウンロード＞

１．ダウンロードしたい図面の下の「ダウンロード」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．保存先を選択し、ファイル名を入力します。

４．保存するファイル形式を選択します。
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５．「保存」をクリックします。

６．指定した場所に図面ファイルが保存されます。「OK」をクリックします。
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２－４－４．画像の登録
物件図面、物件概要書に印刷する画像（建物概観、付帯設備等の写真、他）を登録します。（最
大１０個まで）

画像として登録可能なファイル形式は、BMP、GIF、JPG、JPEG、PNG、TIFF、TIF　です。

＜画像追加＞

１．「物件情報」の「画像」タブをクリックします。

２．「追加」をクリックします。

３．追加する画像を選択して、「開く」をクリックします。

４．選択した画像が仮登録されます。
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５．「登録」をクリックします。

＜画像の拡大表示＞

１．画像をクリックします。

２．画像が拡大表示されます。

<画像削除＞

１．削除したい画像の下の「削除」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．画像が削除されます。
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＜画像ダウンロード＞

１．ダウンロードしたい画像の下の「ダウンロード」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．保存先を選択し、ファイル名を入力します。

４．保存するファイル形式を選択します。
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５．「保存」をクリックします。

６．指定した場所に画像ファイルが保存されます。「OK」をクリックします。
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２－４－５．物件図面・概要書印刷
物件図面、物件概要書の印刷を行います。

１．印刷対象の物件を表示させます。

２．「印刷」をクリックします。

３．帳票に印刷される画像を確認し、必要があれば変更します。

４．帳票に印字される項目を必要があれば正しい内容に変更します。（次回は保存された内容を
表示します。）

５．「物件概要書 印刷」または「物件図面 印刷」をクリックします。

６．「OK」をクリックします。

７．印刷プレビュー画面が表示されます。

＜物件概要書＞
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＜物件図面＞

８．「レポートの印刷」アイコンをクリックし、印刷ダイアログでプリンタを選択し、「印刷」を
クリックします。

９．印刷されます。

【留意事項】

帳票に印刷される画像のレイアウトは、枚数によって次の通りとなります。

＜１枚の時＞

＜２枚の時＞
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＜３枚の時＞

＜４枚の時＞

＜０枚の時＞
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３－１．日報データ自動取得システムDT 起動
日報データ自動取得システムDTを起動します。

１．レインズ取込の「日報データ自動取得システムDT」をクリックします。

２．日報データ自動取得システムDTが起動します。

【留意事項】

１）日報データ自動取得システムDTがインストールされ、初期設定が完了している必要が
あります。
２）日報データ自動取得システムDTを起動時に以下の設定の書き換えを行っています。（
※日報データ自動取得システムDTが終了して戻ってくると、元の設定に書き戻されます。）

・ログファイルの出力先パス名
・CSV1の出力先パス名（一覧データ）
・CSV2の出力先パス名（物件詳細データ）
・CSV3の出力先パス名（旧近畿レインズデータ）
・CSV4の出力先パス名（物件詳細データ：全項目）

※全てドキュメントフォルダの日報検索データベースフォルダ内へ保存されるように設
定されます。
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３－２．検索データ自動取得システムDT 起動
検索データ自動取得システムDTを起動します。

１．レインズ取込の「検索データ自動取得システムDT」をクリックします。

２．検索データ自動取得システムDTが起動します。

【留意事項】

１）検索データ自動取得システムDTがインストールされ、初期設定が完了している必要が
あります。
２）検索データ自動取得システムDTを起動時に以下の設定の書き換えを行っています。（
※検索データ自動取得システムDTが終了して戻ってくると、元の設定に書き戻されます。）

・ログファイルの出力先パス名
・CSV1の出力先パス名（一覧データ）
・CSV2の出力先パス名（物件詳細データ）
・CSV3の出力先パス名（旧近畿レインズデータ）
・CSV4の出力先パス名（物件詳細データ：全項目）

※全てドキュメントフォルダの日報検索データベースフォルダ内へ保存されるように設
定されます。
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３－３．タイマー起動
日報（検索）データ自動取得システムDTを時間・曜日指定で自動起動します。

１．レインズ取込の「日報（検索）データ自動取得システムDT」のそれぞれ右横のピンク色枠
内でタイマー起動の設定を行います。

【設定手順】

１）「タイマー起動する」にチェックを付けます。

２）起動時間をセットします。

３）曜日をチェックします。

４）「登録」をクリックします。

【留意事項】

１）日報（検索）データ自動取得システムDTがインストールされ、初期設定が完了してい
る必要があります。
２）日報（検索）データ自動取得システムDTを起動時に以下の設定の書き換えを行ってい
ます。（ ※日報（検索）データ自動取得システムDTが終了して戻ってくると、元の設定に
書き戻されます。）

・ログファイルの出力先パス名
・CSV1の出力先パス名（一覧データ）
・CSV2の出力先パス名（物件詳細データ）
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・CSV3の出力先パス名（旧近畿レインズデータ）
・CSV4の出力先パス名（物件詳細データ：全項目）

※全てドキュメントフォルダの日報検索データベースフォルダ内へ保存されるように設
定されます。

・自動実行機能を「使用する」に設定されます。
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４－１．物件詳細データの入力
物件詳細データをＣＳＶファイルから取り込みます。

１．データ入出力の「物件詳細データのＣＳＶ入力」をクリックします。

２．「ＣＳＶ入力」をクリックします。

３．「OK」をクリックします。

４．取り込むＣＳＶファイルを指定して、「開く」をクリックします。

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20160609-125000.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20160609-125000.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150802-235240.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150802-235240.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150802-235321.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150802-235321.png


５．取り込みが完了したら、「OK」をクリックします。仮取り込みの内容が一覧表示されます。

６．引き続いて、「更新」クリックし、「OK」をクリックします。

７．更新が完了したら、「OK」をクリックします。
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４－２．物件詳細データの出力
物件詳細データをＣＳＶファイルに出力します。

１．データ入出力の「物件詳細データのＣＳＶ出力」をクリックします。

２．抽出条件を設定します。（※詳細は、2-2-1項を参照）

３．書き出し項目を設定します。（※詳細は、2-2-2項を参照）

４．「反映→」をクリックして、「タイトル名＆データフィルタ設定」欄に書き出し項目の内容を
反映します。
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５．必要があれば、タイトル名を編集します。（※詳細は、2-2-3項を参照）

６．必要があれば、データフィルタを設定します。（※詳細は、2-2-3項を参照）

７．「ＣＳＶ出力」をクリックします。

 ８．出力ファイルの保存先とファイル名を指定します。

９．「保存」をクリックします。

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235625.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235625.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235633.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235633.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235649.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2015/08/QS_20150806-235649.png


１０．「OK」をクリックします。

１１．画面を閉じる場合は、「閉じる」をクリックします。

１２．上記以外の機能については、以下を参照してください。

・F4 項目リセット　　　　　　・・・　（※詳細は、2-2-5項を参照）
・F6 ＴＰ読み込みを参照　　　・・・　（※詳細は、2-2-6項を参照）
・F7 ＴＰ書き出しを参照　　　・・・　（※詳細は、2-2-7項を参照）
・F8 別名リセットを参照　　　・・・　（※詳細は、2-2-8項を参照）
・F9 別名登録を参照　　　　　・・・　（※詳細は、2-2-9項を参照）
・F10 フィルタリセットを参照　・・・　（※詳細は、2-2-10項を参照）
・F11 フィルタ登録を参照　　　・・・　（※詳細は、2-2-11項を参照）
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４－２－１．抽出条件
１．物件種目で対象の種目をクリックします。（※複数選択可能）

２．登録年月日を条件に加える場合は、そのタイトルの前にチェックを付け、対象期間を入力し
ます。（※成約年月日、更新年月日についても同様です。）

３．物件番号を条件に加える場合は、そのタイトルの前にチェックを付け、対象番号範囲を入力
します。

 ４．最近更新されたデータを抽出したい場合は、「更新年月日が　　日以内ののものを抽出」に
チェックを付け、その日数を入力します。
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５．最近ＤＢへ入力されたデータを抽出したい場合は、「ＤＢ更新年月日が　　日以内ののもの
を抽出」にチェックを付け、その日数を入力します。

６．既にＣＳＶ出力したデータを除いて出力したい場合は、「既に出力したデータを除く」に
チェックを付けます。

７．条件をクリアする場合は、画面右の「条件クリア」アイコンをクリックします。
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４－２－２．書き出し項目設定
項目一覧の中から出力したい項目を選択して、書き出し項目側へ移動させます。また、書き出し
項目の並び順を変更します。

１．項目一覧の中から書き出す項目を１つ選択します。

２．「１つ右へ」のアイコンをクリックします。（※左側で選択した項目が書き出し項目側へ移動
します。）

３．さらに数回「１つ右へ」のアイコンをクリックします。（※続きの項目が書き出し項目側へ
移動します。）

４．「全て右へ」のアイコンをクリックします。（※残りの項目が全て書き出し項目側へ移動しま
す。）
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５．書き出し項目の一覧から１つ項目を選択します。

６．「１つ戻す」のアイコンをクリックします。（※選択した項目が項目一覧側に戻ります。）

７．「全て戻す」のアイコンをクリックします。（※残りの項目が全て項目一覧側に戻ります。）
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８．書き出し項目の並び順を変更する場合は、まず、移動させたい項目をクリックします。

９．「上へ」のアイコンをクリックします。（※選択した項目が１つ上に移動します。）

１０．さらに数回、「上へ」のアイコンをクリックします。（※選択した項目がクリックした回数
分、上に移動します。）

１１．今度は、「下へ」のアイコンをクリックします。（※選択した項目が１つ下に移動しま
す。）
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１２．８～１１の操作を基本に、書き出し項目の並び順を変更します。
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４－２－３．タイトル名＆データフィルタ設定
書き出し項目の設定が終わったら、次にＣＳＶデータに書き出す際の項目のタイトル名（別名）
を決めます。また、データを加工して出力するためのデータフィルタの設定も行います。

１．まず、書き出し項目の設定を行います。

２．「反映」アイコンをクリックします。

３．変更するタイトル名のある行を選択してから、再度、タイトル名をクリックします。（※タ
イトル名が編集状態に入ります。）

４．タイトル名を変更します。（※編集モードから抜けるには、Enterキーを押下するか、違う
行をクリックします。）
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５．変更したタイトル名を登録するには、別名登録を行います。（※詳細は、2-2-6項を参照）

次にデータフィルタの設定をします。データフィルタは少々難しいので、用意してあるテンプ
レートファイルを読み込ませてご使用下さい。（※詳細は、2-2-5項を参照）もちろん、変更を自
分で行うこともできますので、以下は、理解されている方だけ行って下さい。

６．データフィルタを追加したい行を選択します。

７．再度、データフィルタをクリックします。（※データフィルタが編集状態に入ります。）

８．関数名を入力します。（例．REPLACE(REPLACE(REPLACE($$$,’万円’,”),’,’,”),
’.00′,”)　）
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９．関数名の入力が終わったら、Enterキーを押下するか、違う行をクリックして、編集モード
から抜けます。

１０．データフィルタを登録するには、フィルタ登録を行います。（※詳細は、2-2-7項を参照）
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４－２－４．項目リセット
書き出し項目を未選択の状態にリセットします。並び順もリセットされます。

１．「項目リセット」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．書き出し項目が未選択の状態に戻ります。
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４－２－５．ＴＰ読み込み、ＴＰ書き出し
物件詳細データのＣＳＶ出力画面の抽出条件や書き出し項目の並び順、タイトル名の別名、デー
タフィルタ設定をテンプレートファイルとして保存、または、テンプレートファイルから読み込
むことができます。

１．「TP読み込み」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．読み込むテンプレートファイルを選択して、「開く」をクリックします。

４．テンプレートファイルの内容が復元されます。

５．「OK」をクリックします。
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テンプレートファイルの書き出しは、次のように行います。

６．「TP書き出し」をクリックします。

７．「OK」をクリックします。

８．テンプレートファイルの保存先とファイル名を指定し、「保存」をクリックします。

９．テンプレートファイルが保存されます。

１０．「OK」をクリックします。
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４－２－６．別名登録、別名リセット
「タイトル名＆データフィルタ設定」で入力したタイトル名の別名をＤＢへ登録します。もしく
は、初期状態にリセットします。

１．「別名登録」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．別名がＤＢに登録されます。

タイトル名の別名を初期状態（インストール直後の状態）に戻すには、以下の通りに行います。

４．「別名リセット」をクリックします。

５．「OK」をクリックします。

６．別名がリセットされます。

【留意事項】

別名の先頭に「%001%」のように%で囲んだ文字列を付加する場合、CSVやXML出力時の
タイトル名には、この部分は出力されません。

例．%001%データ種類
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４－２－７．フィルタ登録、フィルタリセット
「タイトル名＆データフィルタ設定」で入力したデータフィルタをＤＢへ登録します。もしく
は、初期状態にリセットします。

１．「フィルタ登録」をクリックします。

２．「OK」をクリックします。

３．データフィルタがＤＢに登録されます。

データフィルタを初期状態（インストール直後の状態）に戻すには、以下の通りに行います。

４．「フィルタリセット」をクリックします。

５．「OK」をクリックします。

６．データフィルタがリセットされます。
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４－３．登録件数＆ＤＢ使用状況
物件詳細データの物件種目別登録件数、及び、ＤＢ使用状況を確認します。

１．システム設定の「登録件数＆ＤＢ使用状況」をクリックします。

２．ＤＢに登録されている物件件数が種目別に表示されます。また、ＤＢ使用状況をバイト数で
表示します。（※ＤＢの容量は４Ｇバイトです。）

３．「OK」をクリックします。
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４－４．入出力ログ参照＆データメンテナンス
物件詳細データの入出力ログを参照します。また、入力ログから任意のデータを削除します。

１．システム設定の「入出力ログ参照＆データメンテナンス」をクリックします。

２．ログ参照期間を指定して、「検索」をクリックします。（※初期値は「１週間前～当日」を表
示しています。）

［ステータス］

・正常　　　　　　・・・　処理が正常に終了
・データ異常　　　・・・　何らかのエラーでデータの取り込み出来なかった。
・データなし　　　・・・　ファイルは存在しているが、データが無い。
・対象データなし　・・・　データ出力時に対象となるデータが無い。
・種目未設定　　　・・・　データ出力時の物件種目が設定されていない。
・抽出条件ミス　　・・・　データ出力時の抽出条件の設定が正しくない。
・項目未設定　　　・・・　データ出力時の書き出し項目が設定されていない。
・エラー　　　　　・・・　上記以外のエラー

［種別］

「物件／顧客」を表示します。

［区分Ａ］

「入力／出力」を表示します。

［区分Ｂ］

「自動／手動」を表示します。
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［その他の表示項目］

・入力件数　　　　・・・　取り込んだ物件詳細データの件数を表示します。
・出力件数　　　　・・・　書き出した物件詳細データの件数を表示します。
・ファイル名　　　・・・　入力または出力したファイルのファイル名を表示します。
・ファイル日付　　・・・　入力または出力したファイルのファイル日付を表示しま
す。
・ファイルサイズ　・・・　入力または出力したファイルのファイルサイズを表示しま
す。

３．同じデータを二重取り込みしてしまった場合など、データを削除したい時は、区分Ａが「入
力」になっている当該データの先頭にチェックを付け、「チェックを付けたデータを削除」をク
リックします。

４．データが削除されます。「OK」をクリックします。

５．一度に全てのチェックを付けたい場合は、「全チェック」をクリックします。

６．一度に全てのチェックを外したい場合は、「全チェック解除」をクリックします。

７．画面を閉じる場合は、「OK」をクリックします。
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５－１．ＣＳＶ出力設定
物件詳細データのＣＳＶ出力を行う際の出力形式を細かく設定します。

１．システム設定の「ＣＳＶ出力設定」をクリックします。

２．設定を入力します。

【設定項目】

・区切り文字　　　・・・　データとデータの間に挿入する区切り文字を指定します。
・改行文字　　　　・・・　１レコード分のデータの最後に付加する改行文字を指定し
ます。
・文字コード　　　・・・　文字コードを指定します。
・ダブルクォート　・・・　データを囲むダブルクォート（””）をどのように付加する
かを指定します。
・ヘッダ有無　　　・・・　先頭行にヘッダを追加するかどうかを指定します。

３．「OK」をクリックします。
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５－２．共有フォルダの設定
物件詳細データの入出力データが別のＰＣの共有フォルダに指定されている場合、アクセスする
ために共有フォルダの設定をします。

１．システム設定の「共有フォルダの設定」をクリックします。

２．「共有フォルダは使用しない」のチェックを外し、下画面のように設定を入力します。

【設定項目】

・ホストＩＰアドレス　・・・　共有フォルダを提供しているパソコンのＩＰアドレス
・接続ＩＤ　　　　　　・・・　共有フォルダへ接続するためのＩＤ（ユーザ名）
・接続パスワード　　　・・・　共有フォルダへ接続するためのパスワード
・共有フォルダ名　　　・・・　共有フォルダの名前
・ドライブ名　　　　　・・・　共有フォルダへのアクセス時に割り当てるドライブ名

３．入力が終わったら「OK」をクリックし、確認メッセージで再度「OK」をクリックしま
す。
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４．日報検索データベースを再起動します。

５．設定が正しければ、指定したドライブ名で共有フォルダと繋がります。
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５－３．ＣＳＶ自動入出力設定
物件詳細データのＣＳＶ入出力を自動で行うための設定をします。

１．システム設定の「ＣＳＶ自動入出力設定」をクリックします。

２．「ＣＳＶ自動入出力は使用しない」のチェックを外し、下画面のように設定を入力します。

【設定項目】

・入力ファイルのパス名　・・・　入力ファイルのパス名（フォルダパス+ファイル

名）を入力します。（ をクリックします。）
・入力ファイルの設定　　・・・　入力ファイル読み取り後のファイルをどのようにす
るかの設定を行います。

１）読み取ったファイルをリネーム（ファイル名の先頭に日時を付加）する。
２）読み取ったファイルをリネーム後、指定したフォルダへ移動させる。
３）読み取ったファイルを削除する。

 ・入力ファイルの移動先　・・・　入力ファイル読み取り後のファイルの移動先を

フォルダパスで指定します。（ をクリックします。）
・出力ファイルのパス名　・・・　出力ファイルのパス名（フォルダパス+ファイル
名）を入力します。
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・出力ファイルの設定　　・・・　出力ファイル書き込み後のファイルをどのようにす
るかの設定を行います。

１）書き込んだファイルのファイル名の先頭に日時を付加する。
２）書き込んだファイルのファイル名の先頭に日時を付加しない。

３．入力が終わったら「OK」をクリックします。



５－４．メール配信設定
物件詳細データのＣＳＶ入出力を自動で行うための設定をします。

１．システム設定の「メール配信設定」をクリックします。

２．物件情報の一顧客に対する配信対象件数（初期値）」に初期値を入力します。（初期値：5）

※メール配信の際、初期値に設定した件数分、最初からチェックが付いています。

３．顧客に配信されたメールの内容を別のメールアドレスにも転送して確認したい場合は、「配
信したメールを以下のアドレスにもＢＣＣで送信する」にメールアドレスを入力します。
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※メール配信画面から顧客へ送信した物件情報メールのコピーが、指定のメールアドレスに
も送信されます。この時、メールはＢＣＣで送信されます。

４．「配信メールの物件番号表示」を以下の中から選択します。

・物件番号をフル桁で表示 … 物件番号を加工なしの１２ケタで表示する。
・物件番号を下４ケタのみで表示 … 物件番号を終わりの４ケタで表示する。（下図参照）

５．物件確認の有効・無効を設定します。チェックを付けると有効になります。

・物件確認有効 … メール配信の際、物件確認済の物件のみ対象となります。
・物件確認無効 … メール配信の際、物件確認状態に関係なく、すべてが対象となります。

６．入力が終わったら「OK」をクリックします。
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５－５．バージョン情報
日報検索データベースのバージョンを確認します。

１．システム設定の「バージョン情報」をクリックします。

２．バージョン情報ダイアログが表示されます。
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５－６．ライセンス登録
日報検索データベースのライセンスコードを登録します。

１．システム設定の「ライセンス登録」をクリックします。

２．下画面の入力欄にベクターで購入したライセンスコードを入力し、「登録する」をクリック
します。

３．正しいライセンスコードが入力された場合は、以下メッセージが表示されます。

４．入力したライセンスコードが間違っている場合は、以下メッセージが表示されます。
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５．既にライセンス登録済みの場合は、以下メッセージが表示されます。
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５－７．オンラインヘルプ
オンラインで最新のドキュメント（操作マニュアル等）を参照します。

１．システム設定の「オンラインヘルプ」をクリックします。

２．既定のブラウザで日報検索データベースのオンラインドキュメントのページが表示されま
す。
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６－１．内部ＤＢのバックアップ
内部データベースの全データをファイル(SDF形式)にバックアップ（保存）します。

１）「内部ＤＢのバックアップ」をクリックします。

２）保存先とファイル名を指定して、「保存」をクリックします。

３）バックアップが作成されます。
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６－２．内部ＤＢのリストア
内部データベースにバックアップデータ(SDF形式)をリストア（復元）します。

１）「内部ＤＢのリストア」をクリックします。

２）リストアするファイル名を指定して、「開く」をクリックします。

３）警告メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。

４）「ＯＫ」をクリックします。（システムが終了します。）
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５）システムを再度起動します。

確認メッセージが表示されたら、「ＯＫ」をクリックします。

６）リストアが完了します。
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６－３．内部ＤＢの初期化
内部データベースを初期化します。

１）「内部ＤＢの初期化」をクリックします。

２）警告メッセージが表示されますので、「はい」をクリックします。

３）「ＯＫ」をクリックします。（システムが終了します。）

４）システムを再度起動します。

確認メッセージが表示されたら、「ＯＫ」をクリックします。
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５）初期化が完了します。
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７．データフィルタの仕様
データフィルタに記述する構文例は、次のようになります。

１）データ内の特定文字を除去する場合

REPLACE($$$,’ｍ’,”)　　　[ｍ]を除去します。
REPLACE($$$,’分’,”)　　　[分]を除去します。

２）データ内の[万円]と[.00]と[,]を除去する場合

REPLACE(REPLACE(REPLACE($$$,’万円’,”),’,’,”),’.00′,”)

３）データ内の[2015年8月1日]を[2015/8/1]に変換する場合

CONVERT(NVARCHAR,CAST(REPLACE(REPLACE(REPLACE($$$,’年’,’/’),’月
’,’/’),’日’,”) AS DATETIME),111)

４）「駅より徒歩、駅よりバス、バス停より徒歩」の何分の数字だけを取得したい場合

SUBSTRING($$$, 1, PATINDEX(‘%分%’,$$$) – 1)

【留意事項】

●「$$$」は、データ項目名を表しています。

●日報検索データベースは、内部ＤＢに「SQL Server Compact 4.0」を使用しています。その
為、記述する構文は、この「SQL Server Compact 4.0」のSQL構文に準拠しています。

●「SQL Server Compact 4.0」に関する詳しい情報は、マイクロソフトのリファレンスページ
（https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ms173372(v=sql.110).aspx）の関数に関する
箇所をご参照下さい。

https://technet.microsoft.com/ja-jp/library/ms173372(v=sql.110).aspx


８．日報（検索）データ自動取得システムと同
期する
日報検索データベースと日報（検索）データ自動取得システムDTを同期させるには、次のよう
に設定してください。

※日報（検索）データ自動取得システムDTは、CSV4の出力機能のある V2.0以降をご利用くだ
さい。
（タイマー起動が利用できる連動機能を強化した V2.4以降のご利用をお勧めします。）

＜１．前準備＞

まず、CSVデータが出力される場所を用意します。
アクセス可能な任意の場所にフォルダを作ります。（※例では、「レインズデータ」フォルダ
を作成）

＜２．日報データ自動取得システムDTの設定＞

 設定は下図のように設定します。（※特に赤枠のところは、このようにして下さい。）

＜３．検索データ自動取得システムDTの設定＞

 設定は下図のように設定します。（※特に赤枠のところは、このようにして下さい。）
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＜４．出力ファイルの確認＞

上記の通り設定すると、出力されるファイルは、下図のようになります。

注目するところは、日報と検索から出力されたCSVファイルが、ファイル名の先頭4文字が
同じ「CSV4」で始まっている点です。このように揃えておく必要があります。

 ＜５．日報検索データベースの設定＞

ＣＳＶ自動入出力設定を下図のように設定します。

＜６．運用例＞
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１．日報検索データベースを起動しておきます。

２．日報（検索）自動取得システムDTを（手動または自動で）起動して、物件データをダ
ウンロードします。

３．CSV4ファイルが作成されたと同時に日報検索データベースがCSV入出力処理を開始し
ます。

４．CSV4ファイルの数だけCSV入出力処理が行われ、完了します。

５．出力されたCSVを社内システムへ取り込んで下さい。



９．アカウント設定のサンプル（ｇｍａｉｌ、
他）
１）最も一般的なメール設定

２）ＯＰ２５Ｂブロックに対応したメール設定（５８７ポート使用、ＳＭＴＰ認証有り）

３）Ｇｍａｉｌ（ＳＳＬ通信有り、ＳＭＴＰ認証有り）

http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-113539.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-113539.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-112928.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-112928.png


http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-113320.png
http://agrimo.jp/wp/wp-content/uploads/2016/06/QS_20160613-113320.png


１０．条件式の書き方
【条件式の書き方サンプル】

■新築マンション・中古マンションの売り物件

(([データ種類] = ‘売物件’ and [物件種別] = ‘マン’ and [物件種目] = ‘新築マン’)
OR
([データ種類] = ‘売物件’ and [物件種別] = ‘マン’ and [物件種目] = ‘中古マン’))

■大阪府堺市中区の物件

([所在地] like ‘大阪府%堺市%中区%’)

■現況が「居住中」または「賃貸中」の物件

(([現況] = ‘居住中’) OR ([現況] = ‘賃貸中’))

■７日以内に更新のあった物件

datediff(day,[更新年月日],GETDATE()) <= 7

■広告可（一部可を含む）の物件

(([広告転載区分] = ‘広告可’) OR
([広告転載区分] = ‘一部可ネット’) OR
([広告転載区分] = ‘一部可新聞チラシ’))

■近鉄難波・奈良線沿線の物件

[沿線] like ‘%近鉄難波・奈良線%’

■価格が3000万円～3500万円の売り物件

[データ種類] = ‘売物件’ and [価格] >= 3000 and [価格] < 3500

■賃貸価格が5.5万円～６万円の賃貸物件

([データ種類] = ‘賃貸物件’ or [データ種類] = ‘成約賃貸物件’) and [賃料] >= 5.5 and
[賃料] < 6

■部屋の間取りが3LDK（3SLDKを含む）

[間取り] = ‘３ＬＤＫ’ or [間取り] = ‘3LDK’ or [間取り] = ‘３ＳＬＤＫ’ or [間取り]
= ‘3SLDK’

■駅から徒歩15分以内

[徒歩] <= 15
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